
∪.D.C.d21.31る.78

日 立直接式簡易遠方制御方式
HitachiDirect Remote-ControISystem

池 田 正
一 郎*

Shoichiro Ikeda

内 容 梗 概

無人変電所の故障内容の隣接監視所への報知,構内に分散した電気所の1箇所からの集中制御,さら

に近時･-･般化した無人変電所の遠方監視制御に対し総合的に考案,開発された日立直接式簡易遠方制御

方式について述べている｡制御用ケーブル~の本数を極度に減らす考案を中心に,遠~方測定,制御用ケー

ブルの保護,制御~一寸能距離とさらに実施例について説明している｡

ト 緒

直接式簡易遠方制御方式ほ最初,数百メートル離れて

構内に分散した電気所を1箇所から集中制御する要求と,

無人変電所を隣接の社宅,または散宿所で監視したいと

いう要求から始った｡その後複雑な選択切り換えのない

,確実な
接操作であることの惰長をいかし 制御

用達路線も可能な限り本数を減らすよう工夫してある｡

この結果変電所無人化の普及につれて実施件数も飛躍的

に増大した｡かつ技術的改良によって制御距離も数キロ

に するに至っている｡

通常遮断器1台の操作とその表示忙は制御ケーブル3

へ5本を必要とするが,これを1本で開閉操作,開閉

示,故障 ベル警報を行えるよう

にしノたものであるし.この制御用連絡ケーブルを減らす方

法として,極･性によって操作リレーを選別する方法,

作リレーと信号リレーを直列にしてその感動電流の差に

よる方法,信号電流の極性を反対にして共通 路線回路

の常時電正隆卜を低減する方法,故障信号にパルス電流

を併用する方法など多くの新考 を取り入れている｡ま

た遠隔測定としてほ 0.1A級の計器を開発し,かつ1

本の連絡線で任意の計器の切り換えも行うようにLて

いる｡

性のそは式方本 個上 々の1叫路の組合せからなるもの

で多数の特許,実用新案を取り入れた日立製作所独得の

方式で,国外にもその例を見ないものである｡‥以下その

明し各位の御検討を仰ぎたいと思う.｡

2.基 本 回 路

2.1操作電源

操作電源ほ制御所,被制御所おのおのに蓋電池を設け

ることを標準とする｡しかし最近の無人変一息所は保守に

厄介な蓄電池を使用L.ない傾向にあり,この場合にほセ

レン整流器を制御電源とする｡舞l図は蓄電池を有する

場合,第2図ほ交流電源の場合を示す｡

*
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第1図 制御電源に蓄電池を使用する場合
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第2図 制御電源に交流を使用する場合

第2図ほ鉄共振の自動電圧調整器(AVR)を併絹して

いる｡AVRの容~j_封は200VA程度である｡

また最近一般化した交流またほ直流無人ユニットサブ

ステーションの監視のみを隣接の社宅,散宿所,またほ

隣接駅で行う場合には弟3図のように交流電緑を直接使

畑し,セレンを組合せて故障任別の選択を行うこともあ

る(新 窮414431削｡この方式で故障表示のみでなく

簡単な運転,停止の操作を行うこともできる｡なお距灘

が比較的長いときは制御ケーブルを対地 導から守るた

め絶縁変圧器(l)を使用L.て大地から浮かすことにしてい

る｡

蓄電池を設けないで全交流操作の場合,保護 断につ

いては被制御所の装置自体は別に万全の対策をとってい
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第3図 交流を直接制御電源とする場合

る｡しかし交流電源がなくなった場合,故障表示器を動

作させることと故障内容を遠方に表示警報するのに支障

が起る｡この場合にほ6V程度の乾電池,またほ小型蓄

電池を併用する(新案461294号)｡

さらに制御所,被制御所に蓄電池ほあるがその電圧が

異なる場合には,葬る図のように(2)セレンによって逆流

を阻止して操作および表示を行うことができる｡

2.2 遮断器の操作

断器の操作は普通弟4図のように投入, 断,開,

閉表示用とおのおの1本,計4本の制御ケーブルを使用

するが,自動 断時の信号灯の点滅を行うときほケーブ

ルはさらに増加する｡前記のような現用の方式に対し制

御ケーブルを減らすこと,および遠距離信号伝達の点か

ら考案されたものが第5図の方式である(新案公告昭

32-15859)｡投入および 断操作と開閉表示を1本の制

御ケーブルで行うもので,◎は投入用補助リレー,㊦ほ

断用補助リレーで,おのおの極性を反対にして使用す

る｡⑥と⑦にほそれぞれ遮断器,CBのa接点,b接点

を入れているので電源電圧が◎,㊦に直列に加わること

ほない｡信号リレーとしては電話リレーを使用する｡操
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第4図 普通の場合の遮断器制御ケーブル
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第6国 電虻の異なった蓄電池を使用する場合のノブ式

作開閉器CSの入側を閉じると⑥,反対に一切側を閉じる

と僅にDClOOVの全電圧が加えられて所要の動作を行

う｡操作開閉器を離すとCS-Nが閉路し, 断器CBが

閉路しているときは信号リレーと⑦は直列になってDC

lOOV が加圧される,この場合信号リレーほ高抵抗高感

度のものとすれば⑨ほ動作せずⅩのみ動作する｡これに

断器開閉表示灯を点灯する｡木方式においてほ操

作を終って操作開閉器CSから手を離すと初めて信号灯

が正常になるという点が若干不十分であるし 信号リレー

を2個使用することによりこの欠点をなくすことは~可能

である(特許233842号)｡しかし第5図の方式が簡明で

あるので現在一一般にほこの方 を採用している｡

制御所,被制御所の蓄電池が既設利用の関係で一方が

DC48V,他方が100Vという場合には葬る図のとお

り(2)逆流阻止にセレンを組合せて使用する〉 二れは原理

的には弟5図と同様である｡

2.3 共通連絡線の電圧降下を軽減する方〉去

前述各岡に示した共 連絡線には常時 断器などの甜
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第7図 共通連絡線の電任降下低減力式
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第8図 1本の連絡線で操作および点滅を行うノノ■式

閉表示のための侶替電流が流れる｡†ト;片電流は 断器1

台当り20mA程度であるが距離が長くなり,または;lり縦

数が多くなると,共通連絡線による

なくなる｡このために第7図のように

圧降ドを無視でき

け電流の方向を

交~如こ反対することによって共通連絡線の電托降下を軽

減する(新案458594埠)｡

2.4:操作と開閉表示および故障遮断時の信号灯の点

滅麦1本の連絡線で行う方式(パルス信け併用)

策8図がその接続方式で,投入, 断,開閉表示ほ第

5図に示した基本j■り路と同様で,これに第8図のように

㊤,◎の補助リレーを組含せ日動 断を検目し,さらに

脊回線に対し葉沼引こ点滅リレー･㊤を設けて制御所(3)の信

号リレーを断綻動作せしめ赤,緑信一別丁の交互点滅を行

う｡制御所で信号灯の点滅を停止するためにボタンスイ

ッチと点滅停_【L川連絡線を共通に1本必要とする(新案
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第9図 /ミルス電流を併用した制御ノブ式

公;■子昭32-15858)｡

2.5 起動,停止,表示と軽故障警報表示を1本¢連絡

線で行う方式(パルス信号併用)

第9図に水銀整流器の場合を例示した｡軽故障が発生

すると④が動作し,@の接点によ 恒い減点を∵
.
い

…
い
･
･

路に切り換え,点滅リレー罰によって受信用リレーⅩを

断続動作せL_める｡Ⅹの断続によって,1,2,3のパル

ス受信用リレーを順次動作せしめブザーによって警報

する｡ブザーほ切換スイッチCOSを切り換えるまで鳴

り続けるが,点滅リレー㊤は一)即寺限後,限時リレー

(TR)によって自動的に停止する(4)､〕すなわちこの方式

ほ1本の連絡線で水銀整流器の起臥 停止とその状態表

示のほかに軽故障をパルスで送信して警報と表示を行わ

しめたものである｡

した遠方操作方式は 断器の開閉,慎流器,‥l川転

機の起動停止,自動と下動の遠方からの切り換えなどに

適川することができる｡

2.る 二種類の信号をl本の連絡線で送信する方式

被制御所において軽故障発生の場合は制御所にブザー

警報し, 故障発生のときは適当な保護 断を行うとと

もに制御所にべル警報する｡この両者を1本の

行う方法として弟10図の方式を採用しているぐ

負荷時電圧調整 またほ射磁.洞整器などの上限,

絡視で

これ-よ

卜眼位

置の遠方表示肥もそのまま使用できる｡

2.7 閉鎖復帰と敵陣警報を1本の連絡線て■行う方法

変電所で事故が発生すると 断器を 断し,点検後で

なければ再投入できないよう閉鎖するが水銀整流器の逆
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弧リレー,酉己電線の過 流リレーなどの動作時のように

遠方から閉鎖解除を行い再投入を必要とする場合があ

る｡この場合にほ閉鎖復帰のために連絡線を1本設け,

路線を利用して故障 を行ったものが弟

11図である(新案公告昭32-15860)｡

2･8 調整器の操作とその上限.下限表示をl本の連絡

線で行う方式

負荷時電圧調整器のタップ切換,

整器の調整などを遠方から操作し,

置またほ下限位置に達したときその

界磁 些器,誘導調

かつそれらの上限位

示を制御所に送る

場合の方式が弟12図である.｡1本の適格視で前記操作

と信号を行わせるため信月･リレー,操作用補助リレー(5J

にセレンを組合せる｡ノ

以上 明したものが基本1叫路の概要で,実

各基本回路を組合せて使用する｡

の場
/ゝ
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3.遠方測定と計器

3.1電圧と電流の遠方測定

計ほ0･1A のものを開発L,弟13図のように補

助変流器5/0.1丸15VAを組合せ使用する｡ 圧計は

150V 周を使用し連絡線抵成を考慮してある｡連絡線ほ

0･9mm¢ を使用した場合連絡線抵抗片道300Q(約10

km)まで採用可能である｡直流変電所の直流電圧,由二

流電流を測定するときはD.C.PT D.C.CTに弟13図の

電流計と同様に補助変流舘を設けて行う｡D.C.PTにほ

0.2/0.1A,D.C.CTには5/0.1A または1/0.1Aの補助

変流器を偵則する｡

3.2 電力計その他

交流指示電力計㊥,交流無効電力計(Var)も0.1A

のものを使用する｡積算電力計(WH)ほ被制御所に送信

川として一一定量ごとにパルス電流送信用接点付の(WH)

を設置し,このパルスを受信して制御所の(WH)または

記録積算電力計(RWH)を駆動する｡これほ直流変電所

の直流(WH),(RWH)にも D.C.PT を併田することに
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第15図 タップ位置遠ノノ測定ノブー式

よって可能である｡接砕関係を弟14図に示す_.

3.3 タップ位置の遠方指示

負荷時電圧調整器のタップ位置を遠方に指示する方法

を第15図に示す｡本体に什

用タップ切換機構によって絶縁

し,本体と連動する送信

圧器を ねた補助PT

の二次電圧を切り換え,この区分電圧を測定するくノ

この場合電圧計を設け,この読みに応⊥て目盛什調整

抵抗を加減Lタップ位置指示計の誤指示を防ぎ(6),3本

の連絡線で母緑竃比の常時指示とタップ位置の遠方指示

を行わせることができる(関連侍詔206270弓う.｡

絡緑を5木用いればセルシソ型のタップ位関指示計

の採用がl-∫能である｡
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第16図 計器遠方切換方式

3.4 計器の遠方切換測定

測定用通番蘭を極力少なくするためにほ回線を切り換

えて測定する必要がある｡切換方式の一一例ほ第1占図に

示すとおりである｡計器切換器COSほ一方向にのみ回

転HJ能で,これを順次切り換えるごとに,P･N･が交互

に切換用 絡掛こ加えられ,それに応じて被制御所の切

換用補助リレーが順次動作し,各回線の電流を測定する

ことができる｡この方式により電流以外の計器を切り検

えることもできる(7)｡木方式に

と切換用

用定則憤れよ

絡線1本のみでたりる｡

組l線路

4.連絡制御ケーブル

4.1制御ケーブル

直接却こおいてほ制御ケーブルの本数が比較的多くな

り,したがって太い線径のものまたほ特殊ケーブルは

済的でない｡そのため電話用として現f【三一般的に使仁一1｣さ

れている0.9皿m¢ポリエチレン絶縁ビニールシース市内

電掛†け-ブルを採用している｡導体抵抗は28〔ユ/km,

距離5kmとして,往復で約280fユで,制御および信ぢ-

リレーはこの抵抗を考慮した設計となっている｡制御ケ

ーブルの経済性と,リレーの感度を考慮し,升肌釦距離
5kn までは木方式によることがきわめて有利である｡

なお木方式においては電源電旺変動士20%まで問題

がないt〕

4.2 連絡ケーブルの保護

絡繰に対する 導ほ個々の場合によってその大きさ

が異なるわけで,特に誘導が大きいと考えられる場合銅

瞞釦よた 蔽を考慮する必要がある｡従来一般に通信

用アレスターを各 路線に挿入する方式が行われている

が,木方式においては連絡線数が多いので実用的でない｡

それゆえ弟17図のような方式も採用する｡すなわち対

地に対する誘導電圧が500V程度となると,冷陰極管が

放電し,さらに本回路に入れたリレーにより電源スイヅ
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チ8Yを開くとともにP.N母線を抵抗を介Lて接地す

る(8).J誘導電群がなくなれば自動的に元の状態に復帰す

る｡

図面に省略してあるが被制御所側も同様である｡

No. 被 制 御 所 制 御
所:覧濃

工電和昭

田広

中央監視秦

中火監視室

伏見変電所

福島変電所

耶島変電所

相 変 電 所

磯浦変電所

第40巻 第4 弓･

5一 実施例および運転実績

参考として代表的実施例を策1表をこ示すし二弟2表は現

在製作中のものを示すJ

現在木方式によって運転されている変電所は朴､⊥1多数

以入納がるあ 今 日まできわめて良好な成績で運転を綻

けている｡このことは無人変電所に対しては特に重要な

ことであり,1L-1路が簡明でかつ保守も牢易なことによる

ものと考えられる｡

第l表中の京阪電鉄株式会社六地蔵変電所の例につい

て説明すると,操作電源は全交流式でAVR(弟2図)付で

ある｡連絡緑ほ4本で,そのうち1本ほ共通線とし,次の

1本ほタイムスイッチによる全自動操作と遠方操作の切

り襖えに使用するし.この 絡線で遠方←-ン時計の切替表

ホと軽故障発生時の表示灯の点滅とブザー警報を行う｡

さらにタイムスイッチで水銀整流器が自動起動すれば制

御所のブザーを鳴らLて注意をあたえることも兼ね行わ

せている′.3本日ほ水銀整流器の遠方からの起動,停止

選 択 機 器 数

測 定 表:カモ 合 計i
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日 立 直 接 式 簡 易

No. 御 作 文 主

1.東京都交通局

3 兢 阪 電 鉄

被 制 御 所

圭 子 変`竜+所

MRxl

制 御 所
距 離

(km〕

巣鴨変`【昆所 2

移 動 変`FE 所

6JOVl,500kW MIミ×1

4 1関 西 電 力

変 電

ざ〕=しl要`竜+所

3×10MVA

帝都高速度

り也~F鉄j

八 幡 製 鉄

橋改変従所

方 制 御 方 式

0.9¢

l
･､′し5

0

850

外苑前 変 ■電J所

6〇0Vl,500kW MRxl

西八幡 開 閉 所

赤坂変`■~E所 壷 3
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作
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操作とその表示を行う｡最後の1本は重故障のベル警報

に使用=ノ,さらにこの線を利川して現地操作中の

制御所に出す｡直接式簡易制御方式むこより

示を

絡線を披

度に利用した一例である｡なお制御所用操作船具は机上

設置,可搬型の小型操作函に収納している｡現イ【三この方式

に鱗電線2I_咄緑の操作と ホを加えたものを京阪電鉄株

式会計移動式水銀慎流器変電所川と~Lて

d.結 ■=コ

作小である

以上直接式簡易遠方制御式について,その概要を

した｡本方式は個々の基本い1膵各が比 的単純で確央であ

るという点が特長である｡かつほかのカ式に比べてきわ

めて経済的にまとめられる利点がある｡幾多の考案によ

って総合的な方式を樹立し,これによって適用分野の開

を計ることほわれわれ制御関係を担当するものの常に

念願するところであるが,辛い需要者各位の御理解,御

協力によって各所において運転開始以来今日まで良好な

成績をもって推移していることほ喜びにたえない｡

さらをこ与れの一般的な普及により電力斯こ寄与するこ

とを願うものである｡
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本方式に関連する特許および実用新案

変電所事故報知装置‥‥
‥‖新案414431号

変電所故障選択表示装置……新案461294早

速方制御および表示袈置……新案公告昭一32-15859号

遠方制御監視装置……………特許233842号

多数機器の遠方表示襲置‥‥‖新案458594号

点滅信号の遠方復帰装置……新案公告昭一32-15858年

直接式遠方表示装置‥‖
….新案459926号

遠方表ホ信号装置‖………….新案公告 昭一32-15860号

変電所故障選別警報装置……特許

簡易変電所の故障表示装置...新案

無人変電所の状態表示装置...新案

変電所状態遠隔表示装置……特許

変電所事故選択報知装置.…‖特許

変電所故障選択表ホ装置..….特許

(1)

(2)

(3)

(4)

206270号

415552号

415551号

205688号

206268号

206269号

特許新案出願中のもの

遠ノノ制御用交流電源装置

操作電源電圧の異なる直接式遠方制御装置

遠方点滅表示装置

遠方警報表示装置

)直接式遠方制御表示装置

7)

(8)

機器の状態遠方表示装置

切換式遠プチ測定装匿

連絡線異状電｢~E保護装置
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